
  

  

 
No．1756（第 5回）    2026年 8月 19日(水)  点鐘：12時 45分         於：勇屋会館 

 
    例会：毎週水曜日 12：45～   例会場：勇屋会館   事務所：安曇野市豊科 4312-6 奥村ビル２Ｆ  

TEL：0263(73)2901   FAX：0263(72)3181   E-mail ：azumirc@poppy.ocn.ne.jp 

会    長  二木 正之      幹   事  丸山 慶四郎 

                  R．I会長  オラインカ・ハキーム・ババロラ （トランス・アマディ RC）   

ガバナー   橋上 信久（飯田南 RC） 

                            中信第一グループガバナー補佐 竹内 直彦（大町 RC）  
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ＲＩ 会長メッセージ  

 

ガバナー公式訪問 

 

★配布 ・幹事報告№5   

★回覧 ・会報 №1755  ・8月,9月,10月出席確認表   

・３友好クラブ二次会出欠確認表 

★ゲスト ・RI第2600地区 ガバナー 橋上 信久 様 

        ・飯田南ロータリークラブ     阿部 康隆 様 

        ・中信第一グループガバナー補佐 竹内直彦 様 

・米山奨学生  ブーティーユーアンさん 

 

★ 会長挨拶                        【二木正之会長】 

皆さん、こんにちは。 

本日は、国際ロータリー第2600

地区 橋上信久ガバナーをお迎

えしての公式訪問例会でござい

ます。 

橋上ガバナーにおかれましては、

大変お忙しい中、あづみ野ロータリークラブへお越しいただ

き、誠にありがとうございます。会員一同、心より歓迎申し上

げます。 

さて、つい先日の8月15日、私たちは81回目の終戦の日

を迎えました。 

戦争を実際に体験された方々が年々少なくなる中、その記

憶や経験、そして平和への思いを、どのように次の世代へ伝

えていくのか。 

これまで以上に大切なことになっていると感じています。 

そして、この「次の世代へつなぐ」ということは、平和の問題

だけではなく、地域や企業、そして私たちロータリーについて

も同じではないでしょうか。 

私たちが先輩方から受け継いできたものを、ただ守るだけ

ではなく、次の世代へ伝え、その世代がさらに次へつないで

いく。 

その積み重ねが、地域の力となり、ロータリーの力となって

いくのだと思います。 

 

 

2026-27年度、RI会長 オラインカ ハキーム ババロラ氏は、 

「Create Lasting Impact」 

日本ロータリーでは、 

「持続可能なインパクトを生み出そう」 

というメッセージを掲げています。 

私は、この言葉には、単にその時だけ成果を上げるのではな

く、私たちの活動が、その後も人の心や地域の中に残り、次

の行動へとつながっていくことが大切だという意味が込めら

れているように感じています。 

一つの奉仕活動が一人の人生を変える。 

一つの出会いが、その人の考え方を変える。 

そして、その一人が、また次の誰かに影響を与えていく。 

そうしたものこそが、ロータリーが生み出す「持続可能なイン

パクト」ではないでしょうか。 

そして橋上ガバナーは、今年度の地区テーマとして、 

「COMEBACK TO SHINSHU」 

を掲げておられます。 

私は、この言葉も大変印象深く受け止めています。 

進学や就職で一度信州を離れた若い人たちが、外でさまざ

まな経験を積み、いつの日か信州へ戻ってくる。 

あるいは、たとえ住む場所は離れていても、信州とのつなが

りを持ち続け、何らかの形でこの地域に関わってくれる。 

そうした若い人たちを一人でも多く育てていくことが、これか

らの信州にとって、とても大切なことだと思います。 

そして、そこに私たちロータリーができることがある。 

その一つが青少年奉仕であり、RYLA ではないかと私は考

えています。 

次年度、私たちあづみ野ロータリークラブは、その RYLA を

主幹いたします。 

RYLA に参加した若者たちが、仲間と出会い、ロータリアン

や地域の大人たちと出会い、自分の将来について考える。 

そして、自分たちが暮らす地域についても、あらためて考え

てみる。 
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その経験がすぐに何かの答えにつながらなくてもいいと思

います。 

何年か後、人生のどこかで、 

「自分もこの地域のために何かしてみよう」 

「もう一度、信州に戻って仕事をしてみよう」 

「信州と関わり続けていきたい」 

そんな思いにつながってくれたなら、それこそがRYLAが生

み出す「持続可能なインパクト 」であり 、同時に

「COMEBACK TO SHINSHU」につながっていくのでは

ないでしょうか。 

私たちは、決して大きなクラブではありません。 

しかし、小さなクラブだからこそ、一人ひとりが役割を持ち、

全員で力を合わせることができます。 

私は次年度のRYLAを、単に一つの行事を無事に終わらせ

るだけのものにはしたくありません。 

参加した若者が何年か後に、 

「あのRYLAに参加したことが、自分の人生の一つのきっか

けだった」 

そう思ってくれるようなRYLAにしたい。 

そして地区の皆様からも、 

「あづみ野ロータリークラブが主幹で本当に良かった」 

そう言っていただけるRYLAにしたいと思っています。 

そのためには、私たちのクラブだけの力では十分ではありま

せん。 

橋上ガバナーをはじめ、地区の皆様、そして各クラブのロー

タリアンの皆様にも、ぜひお力をお貸しいただきたいと思っ

ています。 

次年度の事業ではありますが、準備はすでに始まっていま

す。 

私自身、会長として、そして RYLA を主幹するクラブの一員

として、会員の皆さんと一緒にしっかり取り組んでいく決意

でおります。 

「Create Lasting Impact」 

「持続可能なインパクトを生み出そう」 

そして、 

「COMEBACK TO SHINSHU」 

若い世代が信州を知り、信州を好きになり、いつの日か、 

「信州に戻りたい」 

「信州のために何かしたい」 

と思ってくれる。 

そのきっかけの一つを、私たちロータリーがつくることがで

きたなら、大変素晴らしいことだと思います。 

本日の公式訪問を、橋上ガバナーからご指導をいただくだ

けでなく、私たち自身がクラブのこれからを見つめ、地域や

次の世代に何を残していくのかを考える一日にしたいと思

います。 

 

橋上ガバナー、本日はどうぞ忌憚のないご指導を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。 

以上、会長挨拶とさせていただきます。 

ありがとうございました。 

 

★ 幹事報告    

 

【丸山慶四郎幹事】 

      別紙参照 

 

◇出席報告 

会員総数17名  出席免除会員数1名 

本日の出席率 前々回（7月29日修正出席率） 

出席者： 10名 

欠席者：  6名 

出席率： 63％ 

欠席者 ：   4名 

ﾒ-ｷｬｯﾌﾟ：   1名 

出席率 ：  82％ 

 

★ ニコニコBOX報告 （敬称略・順不同）             

二木： よろしくお願いいたします。 

丸山（慶）：2600地区ガバナー橋上様、飯田南RCニコニコ 

出席委員長阿部様、中信第一グループガバナー補佐 

竹内直彦様をお迎えして宜しくお願い致します 

赤羽： 橋上ガバナー飯田南阿部さん、竹内ガバナー補佐を 

お迎えして 

小穴： 橋上ガバナー様、阿部様 竹内ガバナー補佐様、 

よろしく御指導下さいませ！ 

笠原： ガバナー御一行様 猛暑の中ありがとうございます 

下里： 橋上ガバナーをお迎えして 

中村： 橋上ガバナー、阿部飯田南 RCニコニコ出席委員長 

竹内ガバナー補佐をお迎えして。 

濵 ： 橋上ガバナー 中信第一RC竹内ガバナー補佐  

飯田南RC阿部ニコニコ出席委員長 ようこそ！！ 

場々： ご来賓をお迎えして 

藤森： 橋上ガバナー、竹内ガバナー補佐 飯田南RC阿部様 

      本日はご指導よろしくお願いします。 

〔計10件 28,000円〕 

今年度のニコニコBOX計177,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 下里守クラブ奉副委員 】     
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★本日のプログラム  

 

 

・国際ロータリー第2600地区ガバナー 橋上信久様 

（飯田南ロータリークラブ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小穴実 SAA委員長・笠原明仁プログラム委員長】 

《会長幹事懇談会》 
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私たちロータリアンの知識経験を生かし進学後に戻ってこ

ない青少年や、その親世代を地元に引き戻し留め、更に地

元から離れている人達や地方の人達に新たな興味を持ち

戻ってもらえる、来てもらえる様に行動を起こしましょう。   

 内なる変化       会員増強         退会防止 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリークラブに入会したものの、その価値を十分に感じ

られず退会を考えてしまうケースは少なくありません。しかし、

ロータリーは本来「大人の学園」であり、自ら積極的に関わ

ることで、ビジネスや人生を豊かにする絶大なメリットを享受

できる場所なのです。 

   どうかその素晴らしさに気づき感じて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロータリーは 

 「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」という精 

神で成り立っています。まずはあなた自身がルールを理解 

しつつ楽しみ、誰よりも活発に活動することで、その輝き 

が自然と新しい会員を呼び寄せる磁石となるはずです。 

 会員でいるということに意味を見出せずつまらないと 

思っている原因は、あなた自身にあるのかも・・・・ 

 



- 5 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


